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　環境中の 微生物ならびに非生物系粒子の情報を染色液の使用 を最少限に抑えて、高精度の 計測、解析を迅

速簡便に行え る よ うに なる こ とは、環境問題 に関わる微生物生態学の 立場か らも重 要な課題 である。SONY

ス ペ クトル 型セ ル ア ナ ライザーSP6800 　（以下、　 SP6800 と略称） は フ ロ ーサ イ トメータ
ー

をさらに発展 さ

せた機器で、プリズム ア レイ分光法によ っ て ス ペ ク トル分光を高効率に行い、フ ィ ル ターに依存 しな い 細胞

自身の蛍光シグナル を解析で きる。SP6800 は主 と して ライ フ サイ エ ン ス に 関わ る細胞情報 を迅速に高精度

で得 る こ とを目的に開発され たが、本研究で は、環境中の 微生物な い しは非生物系粒子の計測 、 解析へ の応

用可 能性を初めて追及 したもの で ある。サ ン プル は環境水 よ り8種 （池水6、河口水 1 、海水 1）、また 、 土

壌 よ り22種 （ゴル フ場グリ
ー

ン 19、芝圃場 3）を採取 した。土壌 サ ン プルの 16種に つ い ては、16S　rRNA を用

い た次世代 シーケ ン サ ーに よる細菌叢の解析も試みた。環境水の サ ン プル によ っ ては、自家蛍光のみ に よ り

4つ の グル ープ分けが可能 とな っ た 。 土壌サ ン プルでは、自家蛍光の み で微生物群 と非生物系粒子群の少な

くとも二 つ の グル
ープに 分けられ 、 芝草生育の 良好な土壌と悪い 土壌で は、微生物群分画 に差異の出る傾向

が示 された 。 本研 究の 結果か ら SP6800 が環境微生物や非生物系粒子を迅速簡便に計測 、 解析で きる可能性

が示 された。今後、さらなるデータの 集積を行 い 、 環境微生物群の特性を示 すパ ターン化の 可能性を追及 し

て いきた い。
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　ナ ノバ ブル とは直径が 1μ m に満たない 気泡 （Gas　Nanoparticle： GNP）を意味する。最近 、 ナ ノバ ブル水の

応用 が 、 医療、食品加工、農業、水産業などの バ イオ関連産業で注目されて い る 。 本研究で は 、 複雑な装置

に よ らな い簡易で効率的な ナ ノバ ブルの作成方法を確立 し 、 ナ ノバ ブルの物理的な性質の
一端を明 らかに

する とともに植物の 生 長にお よぼす影響に つ い て検討 し た 。　　 GNP は、　 MiIIiQ超純水あ る い はそれに エ タ

ノール を加 えたもの を、ブラウ ン社の ハ ン ドミキサ ー （マ ルチ クイ ッ クMR400Plus）で氷冷 しつ つ 撹拌 して作

成 した。GNP の 直接観察は オ リンパス社の全反射顕微鏡 IX71−TIRによ り行 っ た。粒子径、体積比 、 ζポテ ン

シ ャ ル はMalvernlSysmex社の Zetasizer　Nano微粒子測定装置を用い て測定 した。　 MilliQ超純水、 1 ％ 工 タノー

ル 水 とも撹拌によ り直径 30 〜 400nm の 空気GNP が生成 した 。 1％ エ タノ
ー

ル水中で は 100nm 以下 の GNP が個

数と して は大 多数を占めたが、MiliiQ超純水中で は直径が 100nm より大きなGNPが増加する傾向を示 した 。

30分 間撹拌す ると約5xlO9 個lmL生成した。生成された GNPは長時間安定であ り、1か月を過ぎて もサイズと

個数が保たれていた 。 GNP 水に NaCIを加えて直径の 変化を測定 した ところ 、
　 NaCI量が多 くなる に つ れ て GNP

のサイズが大 きくなり、同時に 、 GNP 生成直後は一30mV程度で あ っ たGNP の ζポテ ン シ ャ ル が OmV に近づ い

た。NaClはGNP の表面電位に影響を与 え 、 そ の 結果 GNP の 融合が起 き易 くなる と推論 した。
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